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印
度
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佛
敘
學
研
究
第
六

十
三
巻

第
二

号
　
平
成
二

十
七

年
三

月

日

隆
に

お
け
る

日

本
天
台
史
観
の

一

考
察

　

　

　
　
　
　

五

大
院
安
然
作
『

真
言
宗
教
時
義
』

を

中
心
と

し

て

一
一

六

米

　
澤
　
晋
　
之

　
助
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一

　

問
題
の

所
在

　

慶
林

坊
日

隆
（
一

三

八

五

ー
一

四

六
四
）

の

著
述
は

、

法
華
経
本
門
八

品
を
主

軸
と

し
、

日

蓮
（
一

二

二

ニ

ー
一
．

一

八

二
）

遺
文
を

面
、

天
台
三

大
部
本
末
を

裏
と

し

て

天

台
教
学
と

日

蓮

教
学
と
の

相
違
を
明
確
に

し

よ

う
と

し
た
こ

と

が

知
ら

れ

る
。

こ

の

よ

う
な

教
学
思

想
が
主

張
さ

れ

る

根
底
に

は
、

日

隆
が

摂
取
し

た

日

本
天

台
教

学
の

要
素
が

あ
り

、

修

学
し

た

軌
跡
を

見
逃

せ

な
い

。

　

実
際
日

隆
の

著
述

を

紐
解
く
と

、

天

台
宗
諸

師
の

著
述
引
用
が
多
数

な

さ

れ
て

い

る

こ

と

に

気
づ

く
。

そ
こ

で

本
稿
で

は
、

天

台
宗
の

学
僧

で

天

台
密
教
の

教
理

体
系
を

完
成
さ
せ

、

そ
の

後
の

中

古
天
台
教
学
の

一

大

要
素
た

る

本

覚
思

想
の

基
盤
を

用

意
し

た
五

大
院

安
然
（
八

四
一

−
九

〇
三

1、
以
下
安
然）

の

天

台
義
を

ど

の

よ

う
に

捉
え

、

日

蓮

義
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　（
1

）

の

相
違
を

明
確
に

し

よ

う
と

し
て

い

た

の

か

を

確
認
し
た
い

。

　

そ
の

た
め

の

研
究
方
法
と

し
て

は
、

日
隆
が

引
用
す
る

安
然
の

文
で

も

特
に

日

隆
の

引
用
回

数
の

多
い

「

真
言

宗
教
時

義
』

（

『

真
言

宗
教
時

問

答』
、

以

下

『

教
時
義
』

）

に
つ

い

て

概
観
し
、

日

隆
が

ど
の

よ

う
に

引

用
し

て

い

る

の

か

を
検
討
し
て

い

く
こ

と

と

す

る
。

ご

　
日

隆
の

引
用

す
る

『

真

言
宗
教
時
義
』

　

日

隆
の

引
用
し

た

『

教
時

義
』

と

は
、

『

教
時
問
答
』

と

も
呼
ば

れ
、

内
容
は

四
一

・

十

門
の

構
成
か
ら
な

り
、

天

台
密
教
の

教
判
を

理

論
的

に

体
系
づ

け
た

重

要
書
で

あ
る

。

ま
た

、

真
言
教
義
を

論
じ

た

同

じ

安

然
の

「

教
時
諍
論
』

と
も
密
接
な

関
係
に

あ
り

、

こ

の

両
書
に

よ
っ

て

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
2
）

東
密
と

相
対
す
る

台
密
教
判
が

確
立

さ
れ

た

と

言
わ

れ

て

い

る
。

　

日

隆
の

著
述
に

は
こ

の
『

教
時
義
』

の

引

用

が

多
数
な

さ

れ

て

お

り
、

管
見
の

限

り
、

八

種
類
計
六

四

箇
所
の

引
用
文
が

確
認
で

き
、

こ

れ

ら

を
列

挙
す
る
と

以
下
の

よ

う
に

な
る

。

 
十
界
之
中
其
菩
薩

界

常
修
常
証
無
始
無
終

。

故
有
二

報
身
常
満
常
顕一

無
始
無

顰
 
衆
生

迷
故
成
二

多
衆
生
の

諸
仏

覚
故
会
成

二

竰

 
若
約
二

一

心
一

心

識

義

則
亦
一

心
一

真
如
此

法
。

中

都
無
二

煩

悩
菩
提
生
死

一 668 一
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涅
槃
凡
夫
諸
仏

』

故

作
一
是

説一

本
無
二

成
仏
及

不
成

塵

 
天

台
本
迹
釈
与一

今
宗
因

分

久
近
一

意
同

。

故
大
日

疏
云

。

此

経
本
地

之

身
即

　
是

妙
法
蓮
華
最
深

秘
密
処

。

観
心
釈
与一’

今
宗
果
分
一

体一

意

同
。

故
大

日

疏

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
ハ
さ　

　
云

。

釈
尊
久
遠

寿
量

皆
在
二

衆
生
一

念
心

中
の

　
　

　
　
　
　

　
　
フ　

 
一

代
入

于
機
見
不

同
。

 
而
法
華
中
阿
闕

弥

陀
本
是
他
仏

。

非
二

釈
迦
身

一

又
普
賢
文
殊
観
音
弥
勒
亦

　
是
他
人

。

非
二

釈
迦
身

の

今
真
言
宗
云
二

皆
是
一

仏
一

身
の

若
法
華
説
是

実
真

　
言
説
可
レ

権
。

若
真
言
説
是
実
者
法
華
説
可
レ

権
。

何
云
レ

同
耶

。

答
。

法
華

　
経
約
二

一

切
一

心
識・

故
云
二

阿
闌

弥
陀
の

是
他
仏

身
。

又
普

賢
等
是
非
二

釈
迦

　
身

司

今
真
言
宗
約

二

心
一

心

識
一

故
云
二

四

方
四

仏

四

維
四

菩
薩
皆
大
日

身
司

　
然
天

台
云
下

心
仏
及
衆
生
是
三

無
二

差
別冖

只
心
是
一

切
法

。

ロ
バ

一

切
法
是

心
。

　
非
レ

縦

非
レ

横
。

非
レ

一

非
レ

異
。

芥
爾
一

心
必

具
中

三

千
N

即
是
今
真
言

宗
一

　
　

　
　
　
ヨ　

　
心
一

心
識
意

。

 
法
華
明
一
久
遠
成
仏
4

此
経
明
二

頓
証

成
仏
一
二

説
雖
レ

異
実
是
一

噸

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
〔
10
）

 
華
厳
般

若
維
摩
法
華
涅
槃
等
唯
理

秘

密
。

大
日

金
剛

頂
等

事
理

倶
密．
A

云

　
こ

れ
ら
の

『

教
時
義
』

の

引
用
文
に

つ

い

て

日

隆
は

、

 
三

四

箇

所
、

 
五

箇
所

、

 
一

箇
所

、

 
一

九

箇
所

、

 
二

箇
所

、

 
二

箇
所

、

 

一

箇

所
、

 
一

箇
所
の

引
用
を

ほ

ど

こ

し

て

い

る
こ

と

が

確
認
で

き

る
。

そ
こ

で
、

引
用
が

特
に

多
い

 
 
に
つ

い

て
、

実
際
に

日
隆
が
ど

の

よ

う
に

引
用
し

て

い

る
の

か
を

見
て
い

き
た
い

。

三

　
『

真
言

宗
教

時
義
」

の

引
用

　

日

隆
が

引
用

す
る

安
然
の

文
に
つ

い

て

概

観
す
る
と

、

 
の

引
用
が

最
も

多
く

、

確
認
す
る

と
以

下

の

記
述
が

見
ら

れ

る
。

な
お

、

安
然
の

日
隆
に

お
け
る

日
本
天
台
史
観
の
一

考
察
（
米
　
澤
）

引
用
と

思
わ
れ
る

箇
所
に

つ

い

て

は

太
字
傍
線
を

施
し
て

い

る
。

尋
云、

御
抄

ノ

中
二

以
二

上

行
菩
薩
づ

為
二

本

因
妙
升

事
有
レ

之
其
相
如
何

。

答、

観
心
本

尊
抄

二

被
レ

遊
レ

之

也
。

本
門
ノ

意
ハ

因

果
本
有

ニ

シ

テ

釈
尊
地
涌

ハ

同

体
、

師
弟

ニ

シ
テ

一

身
因
果
也

。

釈
二

其
菩
薩
界
常
修
常
証
無
始
無
終

。

報
仏

如

来
常
満
常
顕
無
始
無
、

以
上

。

其
菩
薩
界

ト

者
本
脊
地
涌
也

。

報
仏

ト

者
本
果

釈
尊
也

。

此

師

弟
同
体
常
恒
二．
．

テ

無

始
無
終
也

卜

云

処
ハ

本
因
妙
菩
薩

界
即
地

涌
也

ト

聞
ク
リ
。

本

因
妙

，

釈
尊

ト

云

方
ハ

在
世
正

説
之
聞
辺
也

。

本

因
妙

。

地
涌

ト

云
方

ハ

十

界
久
遠

，

下

種
、

辺
也

。

是
流

通
ノ

意
也

。

所
詮

釈
尊
上

行
同

体
二

。

テ

一

切
衆
生
最
初

下

種
ノ

時
ハ

顕
⊃

本
因
上

行
→

、

得
脱

ノ

時
ハ

顕
二

本
果
釈
尊
→

也
、

此

下
種
碍
脱

ノ

衆
生
ハ

此
娑
婆
世
界

二

可
レ

限
也

。

余

界
ヲ

ハ

以
二

分
身
迹
化
等・

　
　
　
ユ

　

利
レ

之
以

上
。

　

こ

こ

で

は

『

五

帖
抄
』

の

文
を
挙
げ

、

日

蓮
遺
文
の

中
に

上

行
菩
薩

を

も
っ

て

本
因
妙
と

な
す
事
は

あ
る

の

か

と

い

う
問
い

を
設
け

、

答
え

と

し

て

『

観
心
本

尊
抄
』

に

お
い

て

述
べ

ら

れ

て

い

る

と

し
、

因
果
は

本
有
と

し

て

釈
尊
と

上

行
は

同
体
の

師
弟
で

、

一

身
の

因

果
で

あ
る

と

し
、

安
然
の

文
を
引
用
し

て
い

る
。

こ

こ

で

注
目
で

き
る
こ

と

は
、

引

用

す
る

際
、

「

釈
に
」

と

あ
り

、

「

安
然
云
く

」

と

は

明
示
さ
れ

て

い

な

い
。

日

隆
は

安
然
や

他
の

諸
師
の

引
用
文
を

転
用
し

内
鑑
本
密
の

意
を

以

て

使
用

す
る

際
、

名
前
を
伏
せ

て

引
用
し

て

い

る

こ

と

が

窺
え

る
。

　

次

に
、

引
用
の

多
い

 
に
つ

い

て

見
て

い

く
こ

と

と

す
る

。

二
、

本

迹

釈
と

観
心
釈
と

勝
劣
の

事

天

台
宗
の

義
に

云

く
、

観
心

釈
は

勝
れ

本
迹
釈
は

劣

る
・

な

り
所
以

に

五

大

院

先
徳
の

教
時

義
に

久
遠
に

・
て

因

　
　
ノ

を
立
つ

因

分
の

久

　
と

は

　
門

一
一

七

一 669一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

日
隆

に
お

け
る

日
本
天

台
史

観
の
一

考
察
（

米

　
澤）

寿
量
品
に

説
く
　
の

五

百
墨

点
の

塵
数
是

れ

な
り
果

　
の

久
遠
と

は

　
迦
久

遠
の

寿
量
皆
在
衆
生
一

念
心

中
等
と
云

へ

る

是
れ

な

り、

此
の

因

果
久
遠
の

中

に
は

因
分
の

久
遠
と

云
ふ

は

四

種
釈
の

中
の

第
三

の

本
迹
釈
の

重
な

り
此

の

本
門
と

云
ふ

は

顕

説
法
華
の

分
斉
迂

廻

道
の

正
機
色

心

転
入
の

迹
本
な
り

　
　
（
12
）

下

劣
な

り
、

　

日

隆
は

、

本
迹
釈
と

観

心

釈
に

お
い

て

勝
劣
の

事
と

題
し

、

天

台
宗

の

義
と

し
て

観
心
釈
は

勝

れ

本
迹
釈
は

劣
る

と

し
、

そ
の

証
文
と

し

て

安
然
の

『

教
時
義
』

を

引

用

し
、

久
遠
に

因
分
・

果
分
を
立

て
、

因
分

久
遠
は

五

百
億
塵
点
劫
を
指
し

、

果
分
久
遠
は

釈
尊
の

久
遠
の

寿
量

は

み

な

衆
生
の
一

念
心

中
に

あ
る

と

す

る
。

こ

の

因

分
久
遠
は

、

『

法

華

文
句
』

の

四

種
釈
（
因

縁
釈
・

約
教
釈
・

本
迹
釈
・

観
心
釈）

の

中
で

も

本
迹
釈
の

重
で

あ
り
、

本

門
と

は
顕
説
法
華
で

あ
る

と

す
る

こ

と

で

劣

と

み

な
し

て

い

る
。

こ

の

安
然
の

引
用
は

先
程
の

文
と

は

明
ら

か

に

違

い

が

見
ら

れ
、

台
密
に

対
す
る

批
判
を

行
う
場
合

、

安
然
と
い

う
名
と

「

教

時
義
』

と
い

う
著
述
名
ま
で

明
ら

か
に

し

て

批
判
を

行
っ

て

い

る

こ

と
が

窺
え
る

。

こ

の

引

用

方
法
に

つ

い

て

日
隆
は

、

　
当
宗
と

し

て
は
、

談
義
法
談
の

時
、

言
を

顕

に

し
て

覚
大

師
已

来
の

人

師
の

　
釈
を

引
く
べ

か

ら

ず、

唯
・

或

る

大

師
或
る

人
師

、

或
る

先
徳
と

引
く
べ

　
し

、

其
の

所
造
の

抄

名
を

も
云
ふ

べ

か

ら

ず
、

但
し

呵
責
の

時
は

其
の

弘
棋

　
の

抄
を
も

引

く
べ

き

な

り
、

余
の

経
論

を
引

く
意
之
に

准
ず
と

知
る

べ

し
云
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
14）

と
述
べ

て

い

る

こ

と

か
ら

も
、

天
台
宗
諸
師
の

文
を

引
用
す
る

際、

二

つ

の

事
柄
を
も
っ

て

意
図
的
に

引
用
し

て

い

る

と

言
え
る

。

四

　
お

わ

り
に

一
一

八

　

以

上
、

日

隆

著
述
に

み

る

安
然
の

「

教
時
義
』

引
用
文
を
中
心

に

概

観
す

る
こ

と
に
よ

っ

て
、

二

つ

の

事
柄
が

指
摘
で

き
る

。

　

第
］

は
、

日

隆
が

安
然
や

天

台
宗
諸
師
の

文
を

引
用
し

、

そ
れ

ら
の

教
義
を
日

蓮
義
を
通
し
て

解
釈
す
る

場
合

、

そ

の

典
拠
と

な
っ

た

著
者

名
や

著
述
名
に
つ

い

て

あ

え
て

表
示
し

な
い

こ

と
で

あ
る

。

こ

れ

は
、

当
時
日

蓮
門
下
の

僧
侶
が

、

比

叡
山
や
天

台
宗
の

談
義
所
で

学
ぶ

者
が

多
数
い

る

こ

と

と

関
わ

り
が

あ
っ

た

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

な
ぜ

な

ら

 
の

文
は

、

行
学
院
日

朝
（

一

四
二

ニ

ー
一

五

〇
〇
）

や
、

菩
提
心

院

日

覚
（
一

四
八

六

−
一

五

五

〇）

等
の

著
述
に

お
い

て

散
見
さ
れ
る

こ

と

　
（

15）

か

ら
、

当
時

、

日

蓮
門
下

諸
師
が

天

台
教
学
を

学
ぶ

上

で
一

般
的
な
文

で

あ
っ

た

と
思
わ

れ
る

。

よ
っ

て

内
鑑
本
密
の

意
を
以
て

安
然
の

文
を

引
用

す
る

こ

と

で
、

天
台
宗
の

影
響
を
受
け
た

日

蓮
門
下

諸
師
に

自
身

の

教

学
を

理

解
さ

せ

よ

う
と

考
え
た

の

で

は

な
い

か

と

推

察
さ
れ

る
。

さ
ら

に

日
隆
は

、

談
義

、

法
談

、

公
場

対
決
に

お
い

て

は
、

「

あ
る

大

師
」

等
と

引
く
こ

と

を

促
す
こ

と

か

ら
も

、

引
用
に

は

細
心
の

注
意
が

払
わ

れ
て

い

る
こ

と

が

窺
え
る

。

　

第
二

は
、

台
密
や

日

隆
在
世
当
時
の

天

台
宗
に

対
す
る

批
判
を

行
う

場
合

、

著
者
名
や

著
述

名
を

明
ら

か

に
し

て

批

判
し

て

い

る
こ

と

が

確

認
で

き
る

。

こ

れ

は
、

具
体
的
に

著
者
名
や

著
述

名
を

あ
え
て

表
示
し

て

批

判
を

展
開
す
る
こ

と

で
、

日

蓮
義
と

天

台

義
と

の

相
違
を
よ

り
鮮
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明
に

す
る
こ

と
を

目
的
と

し
た

の

で

は

な
い

か

と

考
え

ら

れ

る
。

　

こ

の

よ

う
に

考
え
る

と
、

日
隆
の

著
述

を

読
み

解
く
際
、

主
に
こ

の

二

つ

の

事
柄
か
ら
理

解
を

示
す
必

要
が

あ
る

と

思
量
さ

れ

る
。

な
ぜ

な

ら

日
隆
の

著
述
に

は
、

日

蓮
教
学
の

重

要
法
門
と

並
列

し

て

天

台
典
籍

の

引
用
が

な
さ
れ
る

場
面
も
あ

り
、

そ
の

た
め
、

短
絡

的
に

日

隆
が

日

本
天

台
諸
師
の

教

学
思

想
を
受
容
し

て
い

る

と

解
釈
さ
れ

る

危
険
性
も

孕
ん

で

い

る

か

ら
で

あ
る

。

よ
っ

て
、

こ

の

二

つ

の

事
柄
は

日

隆
教
学

を

理

解
す
る

上

で

重
要
な
点
で

あ
る

と

考
え
る

。

1
　
な

お
、

日

隆
の

円

珍
批

判
に

つ

い

て

は
、

拙
稿
「

日

隆
の

塵
点
劫
解
釈

に
つ

い

て

の
一

考
察
　
　
智
証

大
師
円
珍
批
判
を
中
心
と

し
て
」

（
『

日

蓮
教

学
研

究
所
紀
要
』

第
四
〇

号、

二

〇

＝
二

年
）

に

お
い

て

少
し
く
考
察
し
て

き

た
。

　

　

　

2
　
『

仏

書
解
説

大

辞
典
』

（

大

東
出
版
社、

　一

九

三

三

ー

一

九

三
五

年
）

二

巻
二

八

二

頁
以

下
。

　
　
　

3
　
『

正

蔵
』

七
五

巻
三

七
六

頁
c

。

引

用
箇
所
は

以
下
の

通
り
で

あ
る

。

ま
た

、

同
頁
に

複
数
引
用

が

見

ら

れ

る

場
合

、

重

複
し
て

記
載
し

て

い

る
。

な

お

検
索

に

は

興
風
談
所
編

『

統

合
シ

ス

テ

ム
』

二

〇
一

四

年
度
版
を
使
用
し
た

。

『

法
華
宗
本
門

弘
経

抄
』

（

御
聖

教

刊
行

会
、

一

九
二

五

−
一

九
三

四

年
初
版

、

日

蓮
聖

人

御
降
誕
奉

讃
会、

一

九

七

〇

1
一

九

七
一

年
再

版、

以
下
『

隆
全
』

〉

四

巻
五
一

六

頁、

八

巻
六

九
、

八

五
、

一

＝

八
、

二

六

八
、

二

七

六
、

五

四

八
、

六

〇

三

頁
、

九

巻
六

五
五

頁
、

＝
巻
一

八
三

頁
）

。

『

日

蓮
所
立
本
門

法
華
宗
五

時
四

教

名
目

見
聞
』

（

本
門

仏
立

宗
々

立

仏
立
教
学
院

、

一

九
六
三

年）

四

六

九
頁

。

『

五

帖

抄
』

（

『

仏
立

宗
義
書
』

本
門
仏
立

宗
宗
務

本
庁

、

一

九
五

八

年）

三

巻
八

三

頁
。

『

私
新
抄
』

『

十
三

問

答
抄
』

（

『

日

蓮
宗
宗
学
全

書
』

山

喜
房
仏

書
林、

一

九

六
【

年
、

以

下

『

宗
全
』

）

八

巻
一

二

三
、

三

五

七、

四

〇
七

日

隆
に
お

け
る
日

本
天

台
史
観
の
一

考
察
（

米
　
澤
）

頁
。

『

開
迹

顕
本
宗
要

集
』

（
『

日

隆
聖
人

御
聖

教
』

日
隆
聖
人

御
聖

教
刊
行
会、

一

九
五

五

−
一

九

八
二

年
、

以

下

『

隆

聖
』

）

一

巻
一
一

五
、

一

一

九
、

二

三

八

頁

以

下
、

二

巻
九

、

　
＝
二

、

四

五
、

亠

ハ

三
、

九

九
、

　一

〇

三
、

一

〇

六
、

一
一

一
、

　
＝一．

三

頁、

三

巻
一

九

〇

頁、

四

巻
八

二
、

八

三
、

八

六
、

八

七
、

　一

七

八
、

四

三

三

頁
。

　

　

4
　
『

正

蔵
』

七

五

巻

三

七

七

頁
a

。

『

隆
聖
』

　一

巻
三

六

八
、

三

九
四

頁
、

五

巻
八

二
、

八

七
、

九
六

頁
。

　
　

5
　
『

正
蔵
』

七
五

巻
三

七

八

頁
b
以
下

。

『

隆
聖
』

三

巻

七

七

頁
。

　
　
　

6
　
『

正

蔵
』

七

五

巻
三

八

四

頁
b

。

『

隆

全
』

　一

巻

六

四
三
、

六

四
三

頁
以

下
、

六
四

四
、

六

四

四
、

六
六

五

頁、

一

〇

巻
＝

＝

頁
。

『

四
帖
抄
』

（

『

法
華
宗
全
書
』

東
方
出

版
、

一

九
九

九

年）

一

＝
二

、

一

一

五
、

一

一

六、

一
一

六

頁
以

下
。

『

仏
立

宗
義
書
』

三

巻
一

八

三

頁
。

『

隆
聖
』

　一

巻
三

六

八
、

四
二

五

頁、

三

巻
一

七

〇
、

一

七
一

、

一

七
一

、

一

七

二
、

一

七

三

頁
、

五

巻
二

二

四

頁
。

　

　

7
　
『

正

蔵
』

七

五

巻

三

入

四

頁
c

。

『

隆
全
』

八

巻
五
一

八

頁
。

『

隆
聖
』

三

巻
一

五

九
頁

。

8
　
『

正

蔵
』

七
五

巻
三

八

九
頁
c
。

『

隆
聖
』

三

巻
三
五
、

七

六

頁
以

下
。

9
　
『

正

蔵
』

七

五

巻
四

〇
三

頁
c

。

『

宗
全
』

八

巻
二

三

四

頁
。

10
　
『

正

蔵
』

七

五

巻
四
一

四

頁
c

。

『

隆
全
』

九

巻
三

七

二

頁
。

11
　
『

仏
立

宗
義
書
』

三

巻
八

三

頁
。

　
　
　

12
　
『

隆

全
』

　一

巻
六

四
三

頁

以
下

。

　
　
　

13
　
『

隆

全
』

六

巻
一

三

二

頁
。

　
　
　

14
　

同
様
の

内
容

が

『

隆
全
』

五

巻
三

〇

〇

頁
、

八

巻
四
八

〇

頁
等
に

も
見
ら
れ

る
。

15
　
『

宗
全
』

一

五

巻
二

六
二

頁
、

『

法

華
宗
全

書
』

（

法
華
宗
（

陣
門

流
V

宗
務
院

、

一

九

八
〇

年
∀

一

巻
一

七
四

頁
等
多
数
引

用
が

見
ら

れ
る

。

〈

キ

ー

ワ
ー

ド
〉

　

日
蓮、

日

隆
、

安
然

、

『

教

時
問
答
』

、

台
密

　
（

立

正
大
学
大

学
院

研
究
生）

一
一

九
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